
た
。

帰
国
後
ハ

ミ

ル

ト
ン

神
学
校
（
別
科
）
に

学
ん
だ
。

そ
の

か
た
わ
ら
、

漂
流
民
の

仙
太
郎
に

教
育
を
ほ
ど
こ

し
、

上
記
の

万
延
元
年
春
、

横
浜
に

到
着
、

ヘ

ボ
ン

の

住
む
神
奈
川
成
仏
寺
に

入

っ

た
。

ゴ

ー
ブ
ル

夫
妻
と
子
供
ら
は
寺
の

境
内
に

小
家
屋
を
作
り
そ
こ

に

住
む
こ

と
に

な
っ

た
。

仙
太
郎
は
、

ご
く
平
凡
な
人
間
で
、

伝
道
の

役
に
立
た
な
か
っ

た
。

ゴ

ー
ブ
ル

は
文
久
二

年
（
一

八
六
二

）
横
浜
山
手
に

移
っ

た
。

神
奈
川
に

上
陸
し
て

五
年
後
苦
し
い

自
給
伝
道
生
活
の

な
か
に

あ
っ

て
、

元
治
元
年
（
一

八
六
四

）
四
福
音
書
と
使
徒
行
伝
と
を
訳
し
た
が
、

そ
の

う
ち
、

明
治

四
年
（
一

八
七
二

）
に
、

『
摩
太
福
音
書
』
を
、

伝
道
師
ゴ

ブ
リ
訳
と
し
て
、

横
浜
で

出
版
し
た
。

こ

れ
は
、

日
本
で

出
版
さ
れ
た
最
初
の

聖
書
で

あ
っ

た
。

禁
制
下
の

出
版
で

あ
っ

た
か
ら
、

版
木
の

作
成
を
依
頼
す
る
の
に

非
常
に

苦
労
し
て
い

る
。

こ

の
ゴ

ー
ブ
ル

訳
は
、

ご
く
通
俗
を
旨
と
し
、

庶
民
階
級
を
目
標
と
し
、

全
部
平
仮
名
を
使
用
し
、

し
か
も
口

語
体
で

あ
っ

た
。

彼
は
ま
た
、

さ

ん
び
か

集
を
も
翻
訳
し
た
。

『
摩
太
福
音
書
』
の

出
版
後
、

同
年
十
一

月
、

岩
倉
遣
外
使
節
の
一

行
と
同
船
し
て

米
国
に

帰
り
、

も
う
一

度
来
日
す
る
。

バ

プ
テ
ス

ト
派
の

本
格
的
な
伝
道
は
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
二

月
、

米
国
バ

プ
テ
ス

ト

宣
教
師
同
盟
か
ら
派
遣
さ
れ

た

ネ
サ
ン

・

ブ
ラ
ウ
ン

の

と
き
に

始
ま
る
。

キ
リ
シ

タ
ン

禁
制
の

高
札
が
撤
去
さ
れ
る
直
前
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

明
治
五
年（
一

八
七
二

）、

米
国
北
部
バ

プ
テ
ス

ト
大
会
は
、

自
由
伝
道
協
会
の

事
業
を
引
き
継
ぎ
、

日
本
に

宣
教
師
を
派
遣
す
る
こ

と
を
決
議
し
、

ゴ

ー
ブ
ル

並
び
に

ネ
サ
ン

・

ブ
ラ
ウ
ン

の

両
名
を
指
名
し

た
。

彼
ら
は
夫
人
を
同
伴
し
、

サ
ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

を
出
発
し
て
一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
二

月
七
日
、

横
浜
に

到
着
し
た
。

そ
の

本
格
的
な
活
動
に

つ

い

て
は
次
節
に

記
す
こ

と
に

し
た
い
。
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二
　
外
国
人
を
対
象
と
し
た

教
会

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
教
会

幕
末
の

禁
教
下
に
お
い

て
、

も
っ

ぱ
ら
在
留
外
国
人
の

た
め
に

創
設
さ
れ
、

終
始
そ
の

性
格
を
維
持
し
た
教
会
に
、

ユ

ニ

オ
ン

・

チ
ャ

ー
チ
と
ク
ラ
イ
ス

ト
・

チ
ャ

ー
チ
と
が
あ
る
。

ユ

ニ

オ
ン

・

チ
ャ

ー
チ
の

創
立
に
つ

い

て

は
、

高
谷
道

男
『
ブ
ラ
ウ
ン

書
簡
集
』
の
一

八
六
三
年
三
月
二

日
の

書
簡
に
、

「
最
初
の

米
国
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
教
会
の

設
立

」
と
い

う
見
出
し
で
、

記
さ
れ
て

い

る
。

同
年
陽
暦
二

月
十
八
日
に
、

教
会
組
織
の

問
題
を
討
議
す
る
目
的
で
、

横
浜
の

米
国
領
事F

・S

・

フ

ィ

ッ

シ

ヤ

ー

大
佐
の

自
宅
で

会
合
を

開
い

た
。

そ
し
て
、

「
こ

の

港
に
お
い

て

キ
リ
ス

ト
教
会
を
組
織
す
る
こ

と
は
適
当
で

あ
る

」
と
い

う
こ

と

が
、

万
場
一

致
で

可
決
さ
れ
た
。

教
会

成
立
の

文
書
が
作
成
さ
れ
、

そ
れ
に

署
名
し
た
も
の

は
、

そ
れ
に

よ
っ

て
、

米
国
・

オ
ラ
ン

ダ
改
革
派
教
会
関
係
の

教
会
を
組
織
す
る
こ

と
に

同
意

し
た
も
の

と
み
な
す
と
い

う
こ

と
を
表
明
し
た
。

こ

れ
に
、

ブ
ラ
ウ
ン

ら
同
派
の

人
び
と
と
、

長
老
教
会
、

組
合
教
会
、

バ

プ
テ
ス

ト
教
会
、

イ
ギ
リ

ス

監
督
教
会
の

会
員
た
ち
、

諸
教
派
か

ら
な
る
信
徒
十
三
名
の

名
が
、

書
き
加
え
ら
れ
た
。

こ

の

う
ち
一

人
は
日
本
人
仙
太
郎
で

あ
っ

た
。

二

月
二

十
三
日
、

教
会
の

役
員
を
選
ぶ

目
的
で
、

別
の

会
が
開
か
れ
た
。

そ
の

席
で
、

長
老
、

執
事
が
選
ば
れ
、

ブ
ラ
ウ
ン

に

対
し
て

は
、

仮
牧
師
に

な
る

よ
う
要
請
が
な
さ
れ
た
。

礼
拝
の

場
所
と
し
て

は
、

当
分
の

間
、

米
国
領
事
館
内
の
一

室
を
あ
て

よ
う
と
い

う
申
し
出
が
、

米
国
領
事
か
ら
な
さ
れ

た
。

三
月
の

第
一

安
息
日
に
は
礼
拝
が
そ
こ

で

お
こ

な
わ
れ
、

米
国
人
三
十
六
人
が
出
席
し
た
。

午
後
は
、

神
奈
川
成
仏
寺
の

ブ
ラ
ウ
ン

の

家
で

何

時
も
の

よ
う
に

聖
餐
式
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

列
席
者
は
二

十
五
名
で

あ
っ

た
。

聖
餐
式
（
洗
礼
式
と
と
も
に
、

す
べ

て

の

教
会
に

お
い

て

最
も
重
要
視
さ
れ

て

い

る
礼
典
）
を
お
こ

な
う
ま
え
に
、

選
ば
れ
た
長
老
と
執
事
は
改
革
派
教
会
の

形
式
に

従
っ

て
、

そ
の

職
務
を
分
掌
し
、

そ
こ

で

初
め
て

教
会
組

織
が
完
了
し
た
。
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こ
の

教
会
設
立
の

動
機
は
、

次
の

よ
う
な
こ

と
で

あ
る
。

横
浜
港
の

米
国
人
居
住
者
の

う
ち
、

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
諸
教
会
に

所
属
す
る
教
会
員
が

当
時
十
六
〜
十
八
名
い

た
。

こ

の

人
た
ち
は
、

あ
る
程
度
、

お
互
い

に

孤
立
し
て
い

る
の

で
、

こ

の

よ
う
な
教
会
が
必
要
で

あ
っ

た
。

そ
れ
に
、

こ

の

居
留
地
の

商
人
た
ち
の

た
め
に

も
、

ま
た
、

そ
れ
ら
の

人
び
と
か
ら
大
き
い

影
響
を
う
け
る
異
教
徒
日
本
人
の

た
め
に

も
、

信
仰
を
維
持
し
さ
ら

に

宣
教
を
す
す
め
る
た
め
に

教
会
が
必
要
と
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

横
浜
に
は
、

す
で

に

英
国
教
会
が
あ
る
け
れ
ど
、

不
幸
に

も
礼
拝
は
極
端
に

排
他

的
な
も
の

で
、

米
国
市
民
が
そ
こ

に

出
席
す
る
こ

と
は
不
可
能
で

あ
る
。

さ
ら
に
、

新
し
い

教
会
を
オ
ラ
ン

ダ
改
革
派
教
会
に

す
る
理
由
は
、

居
留

地
の

大
部
分
を
構
成
す
る
オ
ラ
ン

ダ
人
の

協
力
を
得
る
た
め
で

あ
る
。

オ
ラ
ン

ダ
人
は
、

教
会
を
支
え
る
た
め
に

資
金
の

授
助
を
し
た
い

と
望
ん
で

い

る
。

こ

の

小
さ
い

教
会
は
、

喜
望
峰
以
東
の

諸
国
に

建
て

ら
れ
た
最
初
の

米
国
の

教
会
で

あ
る
。

こ

の

教
会
は
明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
に

な
っ

て

正
式
に

外
国
人
だ
け
の

教
会
で

あ
る
ユ

ニ

オ
ン

・

チ
ャ

ー
チ
と
し
て

成
立
し
た
。

そ
の
一

方
で
、

日
本
人
の

教
会
と
し
て
、

日
本
基
督
公
会
が
創
立
さ
れ
た
。

ユ

ニ

オ
ン

・

チ
ャ

ー
チ
の

集
会
は
、

そ
の

後
、

あ
ち
ら
こ

ち
ら
を
移
動
し
て

続
け
ら
れ

た
。

居
留
地
六
十
八
番
（
本
町
通
り

）
の

外
国
人
演
劇
場
ゲ
ー
テ
ー
座
を
使
用
し
た
こ

と
も
あ
っ

た
。

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
居
留
地
百
六
十
七
番

（
現
在

海
岸
教
会
の

あ
る
場
所

）、
に

立
派
な
会
堂
と
牧
師
館
と
が
建
て

ら
れ
、

日
本
基
督
公
会
も
、

ユ

ニ

オ
ン

・

チ
ャ

ー
チ
も
、

こ

れ

を
交
互
に
、

礼
拝
に
、

祈
祷
会
に
、

伝
道
集
会
等
に

使
用
し
て
い

た
。

こ
の

会
堂
は
、

改
革
派
教
会
の

資
金
と
、

ユ

ニ

オ
ン
・

チ
ャ

ー
チ
と
し
て

幕
末
か
ら
献
金

さ
れ
て
い

た
も
の

な
ど
と
合
わ
せ
て

建
設
し
た
も
の

で

あ
る
。

つ

ぎ
に
ク

ラ

イ
ス

ト
・

チ
ャ

ー
チ
は
、

文
久
二

年
（
一

八
六
二

）
の

こ

ろ
、

横
浜
居
留
英
国
人
の

同
教
派
信
徒
が
、

教
会
堂
建
設
基
金
と
し
て

献

金
し
、

こ

の

と
き
、

英
国
政
府
か
ら
も
、

ほ
ぼ
同
額
の

補
助
金
が
出
さ
れ
た
。

そ
の

資
金
に
よ
り
、

旧
居
留
地
百
一

番
並
び
に

百
五
番
の

と
こ

ろ
に

敷
地
を
入
手
す
る
こ

と
が
で

き
た
。

こ

う
し
て
、

教
会
並
び
に

牧
師
館
が
建
設
さ
れ
た
。

そ
の

後
、

引
き
続
い

て
、

毎
年
、

英
国
政
府
か
ら
幾
分
の

補
助
金
の

給
与
を
う
け
て

い

た
。

し
か
し
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
、

英
国
政
府
か
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ら
の

補
助
金
の

交
付
が
中
止
さ
れ
た
。

翌
七
五
年
、

新
し
く
、

ク
ラ
イ
ス

ト
・

チ
ャ

ー
チ
の

名
称
で

独
立
し
、

そ
れ
以
後
、

こ

の

教
会
に
は
、

財
政

お
よ
び
教
務
に

関
す
る
委
員
が
、

教
会
員
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

そ
の

後
、

教
会
堂
が
山
手
二

百
三
十
四
番
地
に

新
設
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
一

九
〇
一

（
明
治
三
十
四

）
年
の

こ

と
で

あ
る
。

横
浜
天
主
堂

開
国
後
、

最
初
に

建
立
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ

ク

教
会
堂
は
、

横
浜
の

聖
心
教
会
（C

h
u
r
c
h
 
o
f 

th
e
 
S
a
c
re

d
 
H

e
a
r
t

）
で

あ
る
。

こ

の

教
会
は
、

横
浜
居
留
外
国
人
に

宣
教
の

目
的
を
も
っ

て

建
立
さ
れ
た
も
の

で
、

そ
の

意
味
で
は
「
在
留
外
国
人
を
対
象
と
す
る

教
会
」
に

入
れ
て

よ
い

も
の

で

あ
る
。

安
政
六
年
（
一

八
五
九

）、

江
戸
に

来
た
ジ
ラ
ー
ル

神
父
は
、

翌
万
延
元
年（
一

八
六
〇
）、

住
居
を
攘
夷
運
動
か
ら
安
全
な
横
浜
居
留
地
に

移
し
た
。

そ
し
て
、

フ

ラ
ン

ス

領
事
館
の

公
務
に

従
事
す
る
と
と
も
に
、

日
本
人
の

教
師
に
つ

い

て
日
本
語
を
学
び
、

ま
た
、

横
浜
在
留
外
国
人
の

た
め
に

聖

堂
を
建
立
し
よ
う
と
し
て

寄
附
金
の

募
集
に

奔
走
し
た
。

建
立
予
定
地
は
、

フ

ラ
ン

ス

政
府
が
、

幕
府
よ
り
永
代
借
地
権
を
獲
得
し
て
い

た
横
浜
居

留
地
八
十
番
（
現
在

山
下
町
本
町
通
り
）
で

あ
る
。

こ

の

万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
末
、

琉
球
か
ら
横
浜
に

移
っ

て

き
た
フ

ラ
ン

ス

人
宣
教
師
ム

ニ

ク

ウ
神
父
が
、

聖
堂
の

工
事
監
督
に

あ
た
っ

た
。

こ

う
し
て
、

木
造
の

聖
堂
お
よ
び
宣
教
師
館
の

建
築
工
事
は
進
み
、

翌
文
久
元
年
十
月
九
日
（
一

八

六
一

年
十
一

月
十
一

日

）
に

落
成
し
た
。

そ
う
し
て
、

同
十
二

月
十
三
日
（
一

八
六
二

年
一

月
十
二
日

）、

献
堂
式
を
挙
行
し
た
。

そ

れ
と

同
時
に
、

こ

の

日
を
も
っ

て
、

幕
府
か

ら
在
留
外
国
人
に

対
す
る
布
教
の

許
可
を
得
て
い

る
。

こ

の

日
の

儀
式
は
盛
大
な
も
の

で
、

駐
日
フ

ラ
ン

ス

公
使
ド
シ
ェ

ー
ン
・

ド
・

ベ

ル

ク
ー
ル

を
は
じ
め
、

フ

ラ
ン

ス

の

陸
海
軍
将
校
な
ど
が
多
数

参
列
し
た
。

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
の
日
本
人
教
会
が
、

ひ
そ
や
か
に

官
憲
の

眼
を
気
に

し
な
が
ら
創
立
さ
れ
た
の

と
対
照
的
で

あ
る
。

こ

の

天
主
堂
を
、

人
び
と
は
耶
蘇
寺
と
よ
ん
で
、

好
奇
心
か
ら
見
物
に

来
る
者
が
続
々

と
集
ま
っ

て

き
た
。

み
な
、

お
と
な
し
く
フ

ラ
ン

ス

人
宣
教

師
の

日
本
語
説
教
を
き
き
、

キ
リ
ス

ト
教
に

関
す
る
質
問
を
す
る
者
が
、

毎
月
、

数
百
人
に

達
し
た
と
い

う
。

な
か
に
は
、

祈
祷
文
を
書
い

て

も
ら
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っ

て
、

持
ち
帰
る
も
の

も
あ
っ

た
。

そ
の

た
め
、

文
久
二

年
一

月
二

十
日
（
一

八
六
二

年
二

月
十
八
日

）
に

は
、

神
奈
川
奉
行
が
、

教
会
堂
で
、

福
井

藩
の

歩
卒
・

商
人
農
民
な
ど
三
十
人
を
捕
縛
す
る
と
い

う
事
件
が
起
こ
っ

た
。

慶
応
二

年
（
一

八
六
六

）
の

末
、

プ
チ
ジ
ァ

ン

神
父
は
、

香
港
で

日
本
の

教
皇
代
理
に

任
ぜ

ら
れ
、

叙
品
式
（
叙
階
に

同
じ

）
を
あ
げ
、

間
も
な
く

横
浜
に
も
ど
っ

て

き
た
。

こ

の

こ

ろ
、

聖
心
教
会
の

宣
教
師
は
、

仏
和
学
校
を
横
浜
洲
干
町
（
現
在

中
区
北
仲
通
六
丁
目

）
に

開
き
日
本
人
に
フ

ラ
ン

ス

語
の

教
授
を
し
て
い

た
。

フ

ラ
ン

ス

語
の

教
授
に
つ

い

て
は
、

多
分
に
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
宣
教
師
の

お
こ

な
う
英
語
教
授
と
対
抗
す
る
意
識
を
抱
い

て
い

た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

慶
応
三
年
九
月
九
日
、

本
教
会
堂
主
任
司
祭
ジ
ラ
ー
ル

神
父
が
亡
く
な
り
、

遺
骸
は
聖
堂
内
に

葬
っ

た
。

明
治
元
年
四
月
、

プ
チ
ジ
ァ

ン

司
教
は
、

横
浜
に

本
拠
を
定
め
た
。

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
二
月
二
十
四
日
、

太
政
官
布
告
を
も
っ

て
、

キ
リ
シ

タ
ン

禁
制
の

高
札
は
、

他
の

制
札
と
と
も

に

撤
去
さ
れ
、

元
町
浅
間
坂
付
近
（
前
田
橋
畔
の

高
札
場

）
に

建
て

ら
れ
て

あ
っ

た
高
札
も
撤
去
さ
れ
た
。

こ

の

解
禁
に
そ
な
え
て
、

プ
チ
ジ
ァ

ン

神
父
は
、

日
本
人
神
学
生
の

た
め
に
、

横
浜
天
主
堂
付
設
の

神
学
校
を
開
設
し
た
。

こ

れ
が
「
横
浜
天
主

堂
学
校
」
の

起
源
で

あ
る
。

明
治
四
年（
一

八
七
一

）
の

こ

と
で

あ
る
が
、

明
治
五
年
こ

ろ
か
ら
は
、

日
本
人
へ

の

布
教
の

た
め
に
、

漢
文
・

文
語
体

の

教
書
（
司
教
が
前
教
区
の

聖
職
者
ま
た
は
信
徒
に

対
し
教
導
の

た
め
に

発
す
る
公
的
書
簡
）
を
出
版
し
よ
う
と
し
て
、

神
学
校
付
属
の

石
版
印
刷
所
を
開

設
し
た
。

こ

こ

で
、

同
神
父
は
、

在
清
宣
教
師
に
よ
っ

て

漢
訳
さ
れ
て
い

た
『
聖
教
理
証
』
の

和
訳
出
版
を
試
み
た
の

で

あ
る
。

そ
れ
は
、

長
崎
地
方
の

旧
キ
リ
シ

タ
ン

の

後
裔
の

み
で

な
く
、

新
し
い

地
方
に
、

儒
教
的
教
養
を
も
つ

知
識
層
に
カ
ト
リ
ッ

ク

布
教
が
伸
展
す
る

た
め
に

は
、

キ
リ
シ

タ
ン

と
い

う
歴
史
的
陰
影
を
さ
け
る
た
め
に

も
、

あ
ま
り
に

も
特
殊
な
、

伝
統
的
キ
リ
シ

タ
ン

術
語
を
使
用
す
る
こ

と
は
、

望

ま
し
い

こ

と
で

は
な
か
っ

た
。

プ
チ
ジ
ァ

ン

司
教
は
、

こ

の

こ

と
を
早
く
も
悟
っ

て
い

た
の

で

あ
る
。
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本
書
は
、

横
浜
天
主
堂
に
お
い

て
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
に

開
版
さ
れ
た
。

本
書
出
版
は
、

プ
チ
ジ
ァ

ン

司
教
の

横
浜
滞
在
中
に

翻
訳
が
完
成

し
、

石
版
刷
を
修
得
し
た
信
者
三
人
を
主
と
し
て
、

十
三
名
の

協
力
に
よ
っ

て

出
版
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

本
書
は
、

再
版
が
、

一

八
七
六
（
明
治

九
）
年
に
、

三
版
が
七
九
年
に
、

そ
し
て

四
版
が
八
二

年
に

刊
行
さ
れ
た
。

四
版
は
、

内
容
に

大
改
訂
を
加
え
、

自
由
に

日
本
事
情
や
外
教
者
の

疑

問
・

論
難
を
と
り
あ
げ
て

答
え
て
お

り
、

キ
リ
シ

タ
ン

伝
統
を
も
た
な
い

京
浜
地
区
の

知
識
人
へ

の

布
教
書
と
し
て
、

明
治
初
期
の

教
会
内
外
に

迎

え
ら
れ
た
の

で

あ
る
。

ま
た
プ
チ
ジ
ァ

ン

司
教
は
、

漢
学
的
教
養
の

う
ち
に

あ
る
京
浜
を
中
心
と
す
る
新
布
教
地
に

対
す
る
カ

テ

キ
ズ

ム

（
教
理
問
答
）
と
し
て
、

一

八

七
五
（
明
治
八

）
年
、

キ
リ
シ

タ
ン

伝
統
術
語
主
義
か
ら
脱
し
て
、

漢
書
系
の

『
聖
教
初
学
要
理

』
を
出
版
し
た
。

そ
し
て
、

翌
年
に

は
、

同
司
教
の

献
策
に

よ
っ

て
、

日
本
教
会
は
南
北
両
教
区
に

分
割
さ
れ
た
が
、

横
浜
に

司
教
座
を
お
く
北
緯
聖
会
は
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
以
来
、

右
の

書
を

幾
分
改
訂
し
な
が
ら
連
年
の

よ
う
に

出
版
し
た
（
海
老
沢
有
道
「
キ
リ
シ

タ
ン

典
籍
研
究
余
録
」『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
三

』
所
収
）。

サ
ン
・

モ

ー
ル
修
道
会

わ
が
国
に

初
め
て

修
道
院
と
孤
児
院
を
創
立
し
た
の

は
、

フ

ラ

ン

ス

の

サ

ン

・

モ

ー
ル

修
道
会
で

あ
る
。

明
治
五
年

（
一

八
七
二

）、
シ

ン

ガ
ポ
ー
ル

に

あ
る
サ
ン

・

モ

ー
ル

修
道
院
長
の

サ
ン
・

マ

チ

ル

ド

は
、

五
名
の

修
道
女
を
引
率
し

て

横
浜
港
に

到
着
し
た
。

陽
暦
六
月
二
十
八
日
の

こ

と
で

あ
る
。

そ
れ
は
横
浜
に

上
陸
し
た
最
初
の

カ
ト
リ
ッ

ク

修
道
女
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

同

年
秋
ご
ろ
、

山
手
五
十
八
番
（
現
在

横
浜
雙
葉
の

テ
ニ

ス

コ

ー
ト
の

地

）
に

小
さ
い

家
を
借
り
て
、

「
仁
慈
堂
」
と
名
づ
け
、

孤
児
や
捨
子
の

世
話
を

始
め
た
。

こ

れ
が
横
浜
に
お

け
る
最
初
の

社
会
事
業
施
設
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

翌
一

八
七
三
（
明
治
六

）年
三
月
十
四
日
に
は
、

は
じ
め
て

日
本
人

の

た
め
の

布
教
の

許
可
を
得
た
の

で

あ
る
。

サ
ン
・

モ

ー
ル

修
道
院
の

起
源
は
、

延
宝
六
年
（
一

六
七
八

）ご
ろ
の

こ

と
で
、

パ

リ
の

サ
ン

・

モ

ー
ル

街
に

修
道
女
養
成
を
目
的
と
す
る
一

つ

の

修
道
院
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
に

発
し
て
い

る
。

サ
ン

・

マ

チ
ル

ド
は
、

明
治
五
年（
一

八
七
二

）
の

は
じ
め
、

プ
チ
ジ
ァ

ン

司
教
か
ら
近
い

う
ち
に

日
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本
で

キ
リ
シ

タ
ン

の

禁
制
が
解
除
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
の

で
、

い

そ
い

で

修
道
女
派
遣
の

準
備
を
し
て

ほ
し
い

と
い

う
連
絡
を
う
け
た
。

そ
こ

で
、

マ

チ
ル

ド
は
、

パ

リ
本
部
か
ら
修
道
女
を
日
本
に

派
遣
す
る
こ

と
の

承
認
を
得
て

横
浜
に

来
た
の

で

あ
る
。

プ
チ
ジ
ァ

ン

司
教
は
、

横
浜
に

孤
児
・

棄
児
が
、

う
ろ
つ

い

て
い

る
有
様
を
、

マ

チ
ル

ド
に

説
明
し
た
。

実
際
、

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
の

米
価
騰
貴
に
よ
り
、

貧
民
の

窮
迫
が
は
な
は
だ

し
く
、

神
奈
川
県
で

は
、

明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
十
月
、

吉
田
新
田
八
丁
縄
手
に
、

か
ゆ
炊
き
出
し
小
屋
を
設
け
て
、

横
浜
周
辺
の

窮
民
に

施
粥
を

実
施
し
て
い

る
。

し
か
し
、

そ
れ
に

集
ま
る
窮
民
は
絶
え
る
こ

と
な
く
、

翌
年
に
入
っ

て

も
炊
き
出
し
小
屋
を
閉
鎖
で

き
な
か
っ

た
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

彼
ら
は
、

そ
の

子
女
を
人
買
い

に

売
る
ほ
か

な
い

有
様
で

あ
っ

た
。

政
府
は
、

明
治
四
年（
一

八
七
一

）
六
月
「
棄
児
養
育
米
給
与
方
」
と

い

う
棄
児
・

孤
児
な
ど
の

救
済
規
則
を
布
告
し
た
。

そ
れ
く
ら
い

に
棄
児
・

孤
児
が
多
か
っ

た
。

マ

チ
ル

ド
は
、

不
幸
な
子
ど
も
を
救
済
す
る
こ

と

が
、

自
分
に

課
せ
ら
れ
た
仕
事
で

あ
る
と
決
意
し
、

こ

こ

に

「
仁
慈
堂
」
の

開
設
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

マ

チ
ル

ド
ら
修
道
女
の

奉
仕
に

よ
っ

て
、

横
浜
で

唯
一

の

児
童
保
護
施
設
で

あ
る
こ

の

仁
慈
堂
で
は
、

要
保
護
児
童
が
増
加
し
て
い

っ

た
。

収
容

児
童
に

は
、

さ
き
の

「
棄
児
養
育
米
給
与
方
」
に
よ
っ

て
、

給
与
米
が
支
給
さ
れ
た
が
、

そ
れ
だ
け
で

は
、

多
数
の

児
童
を
養
育
す
る
の

は
、

と
て

も
困
難
で

あ
っ

た
。

そ
れ
で
、

マ

チ
ル

ド
は
、

内
外
の

協
力
者
に

援
助
を
求
め
た
の

で

あ
る
。

そ
の

後
、

さ
ら
に
、

マ

チ
ル

ド
は
、

山
手
八
十
八
番
地
に
、

サ
ン
・

モ

ー
ル
・

ス

ク

ー

ル

（
外
国
人
子
女
の

教
育
の

た
め

）
と
横
浜
菫
女
学
校
（
貧

児
教
育
・

養
育
の

た
め

）と
の

二
施
設
を
設
立
し
た
。

後
者
は
仁
慈
堂
に
か
わ
る
施
設
で

あ
っ

た
。

一

八
七
五（
明
治
八

）年
八
月
、

マ

チ
ル

ド
は
、

東
京

に

も
、

サ
ン

・

モ

ー
ル
・

ス

ク
ー
ル
、

薫
女
学
校
、

女
子
語
学
校
を
設
立
し
た
。

そ
の

こ

ろ
ま
で

に
、

横
浜
菫
女
学
校
が
扱
っ

た
児
童
数
は
、

児
童

三
百
五
十
人
、

乳
幼
児
八
十
人
、

嬰
児
里
子
二
百
五
十
人
に

達
し
た
と
い

わ
れ
る
。

当
時
と
し
て

は
、

非
常
に

大
き
な
数
字
で

あ
っ

た
と
い

え
る
。

菫
女
学
校
の

児
童
増
加
に
つ

れ
て
、

資
金
の

調
達
と
職
員
の

養
成
に

力
を
い

れ
る
必
要
が
あ
っ

た
。

こ

と
に
、

日
本
人
修
道
女
を
養
成
す
る
こ

と

が
、

マ

チ
ル

ド
の

念
願
で

あ
っ

た
。

そ
の

よ
う
な
事
情
の

な
か

か

ら
、

日
本
人
修
道
女
マ

ル

グ
リ
ッ

ト
（
姓
は
山
上

）
が
生
ま
れ
た
。

こ

の

菫
女
学
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校
は
、

一

九
二
三
（
大
正
十
二

）
年
九
月
一

日
の

関
東
大
震
災
に
よ
っ

て

潰
滅
し
た
の

で
、

数
人
の

生
き
残
り
児
童
を
東
京
菫
女
学
校
に

移
し
、

横
浜

菫
女
学
校
は
閉
鎖
す
る
に
い

た
っ

た
。

横
須
賀
天
主
公
教
会

こ

の

教
会
は
、

慶
応
二
年
（
一

八
六
六

）、

幕
府
の

横
須
賀
製
鉄
所
を
建
設
す
る
た
め
に

来
日
し
た
フ

ラ
ン

ス

人
技
術
者
の

た
め
に
、

フ

ラ
ン

ス

人
官
舎
と
と
も
に

建
設
さ
れ
た
も
の

で

あ
る
。

横
須
賀
製
鉄
所
の

首
長
と
し
て

来
日
し
た
ウ
ェ

ル
ニ

ー
は
、

慶
応
二

年
（
一

八
六
六

）
四
月
二
十
五
日
に

横
浜
に

到
着
し
、

つ

い

で

横
須
賀
に

赴
い

て
い

る
。

製
鉄
所
に

招
聘
を
予
定
し
た
技
術
者
は
、

首
長
ウ
ェ

ル

ニ

ー

以
下
、

頭
職
人
十
一

人
、

職
人
二

十
四
人
（
二
十
六
人
か
？

）
で

あ
っ

た
が
、

彼
ら
フ

ラ
ン

ス

人
技
術
者
の

た
め
に

宿
舎
が
建
て

ら
れ
、

「
小
さ
な
居
留
地
」
が
つ

く
ら
れ
た
の

で

あ
る
。

こ

の

フ

ラ
ン

ス

村
は
、

「
小
奇
麗
で
ハ

イ
カ
ラ
で

礼
拝
堂
も
あ
り
宣
教
師
も
居
り
正
に

吾
等
の

同
国
人
に

愧
ぢ
ざ
る
生
活
を
営
ん
で
い

る

」
と
記
さ
れ
て
い

る
。

そ
の

宣
教
師
と
は
、

フ
ュ

ウ
レ

神
父

で

あ
る
。

ま
た
天
主
堂
は
、

学
校
と
し
て

も
利
用
さ
れ
、

そ
の

広
さ
は
、

八
十
坪
余
り
、

経
費
は
二

千
六
百
五
両
余
り
で

あ
っ

た
。

慶
応
三
年（
一

八

六
七

）
年
春
、

伝
習
生
の

増
補
と
と
も
に

職
工
生
徒
を
募
集
し
、

そ
の

生
徒
ら
に
フ

ラ
ン

ス

語
を
教
授
し
て
い

た
の

が
、

フ
ュ

ウ
レ

神
父
で

あ
っ

た
。

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
に
、

パ

リ
外
国
宣
教
会
か
ら
横
須
賀
天
主
公
教
会
主
任
司
祭
と
し
て

デ
マ

ン

ジ
ュ

ー
ル

司
祭
が
赴
任
し
た
。

こ

の

と
き
す

で

に

洗
礼
を
う
け
た
信
者
が
三
人
以
上
い

た
と
い

う
。

こ

の
一

八
七
四
年
か
ら
一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
ま
で
の

三
十
三
年
間
に

受
洗
者
は
百
八
十

八
人
で

あ
る
。

一

八
八
六
年
に

は
、

信
仰
堅
固
の

象
徴
と
し
て

堅
信
の

秘
蹟
を
、

オ
ズ
ー
フ

司
教
よ
り
受
け
た
信
者
は

五

人
あ
っ

た
。

一

九
〇
七

年
、

ゲ
ラ
ン

司
祭
が
デ
マ

ン

ジ
ュ

ー
ル

司
祭
に

代
わ
り
、

一

九
〇
九
年
レ

イ
司
祭
、

一

九
一

二
（
大
正
元
）
年
ジ
ラ
ン

デ
ィ

ア

司
祭
が
赴
任
し
た
。

大

正
年
間
は
、

横
浜
教
区
に

属
し
、

多
く
の

信
者
が
い

た
。
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第
三
節
　
開
化
の

文
物

一

　

日
刊
新
聞
の

誕
生

『
横
浜
毎
日

』
の

発
刊

わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の

日
刊
新
聞
と
し
て

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
が
、

明
治
三
年
十
二

月
八
日
（
一

八
七
一

年
一

月
二
十

八
日

）
に

発
刊
さ
れ
た
。

発
行
所
は
、

元
弁
天
町
（
現
在

中
区
北
仲
通
二
丁
目
）
の

英
仏
語
学
所
に

開
設
さ
れ
た

横
浜
活

版
社
で

あ
る
。

と
こ

ろ
で

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
、

創
刊
当
初
の

紙
面
が
久
し
く
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
に
、

そ
の

創
刊
日
に
つ

い

て
、

従
来
さ

ま
ざ
ま
の

説
が
と
な
え
ら
れ
て
い

た
。

あ
る
い

は
明
治
四
年
四
月
発
刊
と
い

い
、

あ
る
い

は
明
治
三
年
十
二

月
十
二
日
に

『
横
浜
新
聞
』
と
し
て

片

面
刷
り
で

発
刊
、

四
年
四
月
十
五
日
に

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
と
改
題
し
た
、

と
い

う
。

こ

う
し
た
諸
説
に

対
し
て
、

日
付
の

綿
密
な
計
算
に

よ
り
、

十
二

月
八
日
発
刊
を
提
唱
す
る
新
説
（
近
盛
晴
嘉
）
が
あ
ら

わ
れ

た
が
、

現
物
が
確
認
さ
れ
な
い

限
り
、

推
測
に
と
ど
ま
っ

た
。

と
こ

ろ
が
一

九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
に

至
り
、

群
馬
県
高
山
村
の

旧
家
（
佐
藤
家
）
か
ら
、

十
二

月
八
日
付
の

創
刊
号
が
発
見
さ
れ
た
の

で

あ

る
。

発
刊
の

日
付
は
、

こ

う
し
て

確
定
し
た
。

新
聞
は
、

大
阪
の

西
洋
紙
を
用
い
、

両
面
に

鉛
活
字
を
も
っ

て

印
刷
し
て
い

た
。

鉛
活
字
が
不
足
し

た
と
こ

ろ
は
、

木
版
活
字
を
も
っ

て

補
充
し
て
い

る
。

す
な
わ
ち
第
一

号
か
ら
、

今
日
の

新
聞
と
同
じ
よ
う
な
体
裁
を
も
っ

て
い

た
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
日
刊
と
い

っ

て

も
、

最
初
か
ら
毎
日
、

発
行
し
た
わ
け
で

は
な
い
。

第
一

号
の

冒
頭
に
は
、

全
段
を
通
し
て

創
刊
の

辞
を
掲
げ
、

そ
の

最
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後
に

「
当
十
二
日
よ
り
毎
日
摺
出
す
」
と
記
し
て
い

る
。

つ

づ
い

て

社
告
と
も
い

う
べ

き
「
新
聞
告
白
」
を
掲
げ
、

そ
の

な
か
で

休
日
は
、

正
月
松

の

内
（
一

月
一

日
―
七
日

）・
五
節
句
・

氏
神
ま
つ

り
・

毎
月
朔
望（
一

日
と
十
五
日

）
と
す
る
が
、

そ
の

ほ
か
は
「
毎
夕
摺
立
、

翌
朝
売
出
し
可
申
候
」

と
述
べ

て
い

た
。

こ

う
し
た
記
事
に

よ
っ

て

見
れ
ば
、

新
聞
は
十
二

月
八
日
に

第
一

号
を
発
刊
し
た
後
、

数
日
を
休
ん
で
、

第
二

号
を
十
二
日
に

印
刷
、

十
三
日
に

発
行
、

以
後
は
休
日
の

ほ
か
日
刊
と
し
て

発
行
を
つ

づ

け
た
、

と
推
定
さ
れ
る
（
近
盛
説
に

よ
る

）。
な
お
四
年
一

月
一

日
に
は
第
十
八
号
を
発
行
、

つ

ぎ
は
七
日
ま
で

休
ん
で
、

第
十
九
号
は
八
日
に

印
刷
し
、

九
日
に

発
行
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

い

ま
発
刊
の

地
の

跡
に
は
、

国
立
横
浜
生
糸
検
査
所
が
建
て

ら
れ
て

い

る
。

そ
の

構
内
に
一

九
六
二

年
十
月
十
日
、

「
日
刊
新
聞
発
祥
の

地

」
『横浜毎日新聞』第1号上段表，下段裏
（明治3年12月8日付）　国立国会図書館蔵
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記
念
碑
が
除
幕
さ
れ
た
。

碑
文
に
は
、

こ

の

地
で

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
が
誕
生
し
た
こ

と
を

告
げ
る
と
と
も
に
、

同
紙
が
「
冊
子
型
木
版
刷
り
の

旧
型
か
ら
、

活
字
一

枚
刷
り
の

現
代
型

へ

と
踏
切
っ

た
我
が
国
最
初
の

新
聞
」
で

あ
っ

た
こ

と
を
明
記
し
て
い

る
。

た
だ
し
発
刊
の

日
付
は
旧
説
に

し
た
が
っ

て
、

十
二

月
十
二
日
と
し
た
。

さ
ら
に

碑
面
に
は
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
第
二

十
九
号
の

紙
面
を
原
寸
大
に

複
製
し
、

金
版

で

は
め
こ

ま
れ
た
。

当
時
は
第
二

十
九
号
が
、

現
存
す
る
最
古
の

新
聞
だ
っ

た
か

ら
で

あ

る
。

こ

の

第
二

十
九
号
は
明
治
四
年
一

月
二

十
日
発
行
で

あ
り
、

さ
き
の

計
算
に

よ
れ
ば
日

付
と
号
数
は
ぴ
っ

た
り
符
合
し
て
い

る
。

『
横
浜
毎
日

』
の

発
展

当
時
の

神
奈
川
県
知
事
井
関
盛
艮
は
内
外
の

事
情
を
報
道
す
る

媒
体
と
し
て
、

新
聞
を
発
刊
し
た
い

と
考
え
て
い

た
。

た
ま
た

ま
長
崎
の

オ
ラ
ン

ダ
通
訳
本
木
昌
造
が
鉛
活
字
の

製
造
に

成
功
し
た
こ

と
を
聞
き
、

本
木
の

助
力
を
求
め
た
。

よ
っ

て

本
木
は
、

門
人
の

陽
其
二
に

活
字
お
よ
び
印
字
機
を
持
た
せ
、

上

原
鶴
寿
と
と
も
に

横
浜
へ

向
か

わ
せ
た
。

井
関
は
、

か
つ

て

横
浜
に

輸
入
す
る
外
国
図
書
の

検
閲
官
で

あ
っ

た
子
安
峻
を
招
き
、

子
安
を
編
集
人
と
し
て

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
を
発
刊
さ

せ
た
の

で

あ
っ

た
。

発
行
元
の

横
浜
活
版
所
に

お
い

て

は
、

や
が
て

社
勢
を
伸
張
す
る
た
め
、

横
浜
の

豪
商
で

あ
っ

た
原
善
三
郎
、

茂
木
惣
兵
衛
、

吉
田
幸
兵
衛
ら
の

協
力
に

よ
っ

て

業
務
を
拡
充
し
、

島
田
豊
寛
を
社
長
に

迎
え
た
。

こ

の

島
田
の

養
子
が
三
郎
で

あ
り
、

の

ち
『
横
浜
毎
日

』
の

後
身
で

あ
る
『
毎
日

「日刊新聞発祥の地」記念碑　（横浜市中区北仲通）
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